
多┭多᭰な社会の⺣⽿に応ҹるために、

技術をᝎᳩするѾ工学ѿの専門知とѾ文್ѿѾ社会ѿの専門知、Ѿデータサイエンスѿの専門知を᎙ᏅӀかつ協働して学び、

さらに社会との協働を通して実践する共創能力をᦀする人ᦲを養ᙅします。

Ѳ工学系での専門的▕ဉにһけるპᓶ人ᦲのԺーԩҽ高まる中、
ᦙ学では়ො�（����）年度にѾ文್ѿѾ社会ѿの知をѾ工学ѿと協働さ
せ、ᇫ஌、ᇫᒰ、ᓌ㊓な社会のための技術の᭦☾と技術を応∃した
文್の創㉙を目指す共創工学㋤を▕ӒऩӃました。この理ᓕをᛧӒ
つつ高度な技術と知識、さらに実践力をਝせᛧӒ、リーԯーԦԲՆを
発᝿でҾる専門ሑを⤩ᙅする高◪教⤩ᯉ㕓として、় ො�（����）年
�᥿にഅၺళᦐ⽮┙Ѿ共創工学専ᠽ（ু┌）ѿを⼊⡟します。

Ѳ社会はႤҾӀႌ್し、❅ḅ発኉ӑけでなӀ᭰ ѷな社会の⺣⽿に
応ҹるᒲ⺣ҽҳります。ӎのためには、多᭰なѾ知ѿととӳに多角的
なѾ視点ѿҽᒲ⺣とさӽ、ԧԖンԯーに㕓Ԁらない多᭰な人ᦲ養ᙅ
ҽᒲ⺣となります。ՑԽӖӀり、技術の創㉙、イԽՈーԦՖンには⁪
にこの⢺ҹᢏҽ㍶⺣ですҽ、工学系分野では᢭ᦙでのԧԖンԯー
ԝՒԲՆはᬱめてႤҾӀ、この解ᶰҽ຃➡の⽮㜂となӔています。

᎙Ꮕい工学と、人文学・社会科学の専門㛡࿖を協働させ、
ᢈしい技術や文್すなԀӒՑԽ・ԢԷを工学的ᙲᵉによӔて創㉙することҽでҾる能力

自らの専門分野にһいて高度な知識と技術、すなԀӒ高度な専門知を修得し、
ӎの分野でリーԯーԦԲՆを発᝿でҾる専門ሑとなりҷる能力

社会Ժーԩに対応でҾ、かつ修得した高度な専門知を社会実装させ、リーԯーԦԲՆを発᝿でҾる能力



認知科学
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人間環境文化情報

◎ 必修科目 ○選択必修科目

◎共創工学特別研究（修士） (8)

○共創工学演習Ⅰ (1)

○共創工学演習Ⅱ (1)

○共創工学演習Ⅲ (1)

○共創工学演習Ⅳ (1)

共創建築インターンI (2)

共創工学WS・ファシリテーション
（LIDEE）(1)

共創インターン I (2）

共創建築インターンⅡ(2)*

専門実践科目群

2単位
以上

共創能力（DPA）・実践力（DPC）の涵養：
高度な専門知を社会実装する実践的科目

○共創データサイエンス演習 (2)

○知的財産特論 (1)

◎

可視化技術演習

共創分散処理特論

共創分散処理演習

フェミニスト空間論演習

共創非線形数理特論

共創非線形数理演習

共創生命情報学演習

修士論文修了

画像・音声技術特論

可視化技術特論

共創データ工学演習

画像・音声技術演習

工学系科目より4単位以上、
工学と共創する学術系科目より4単位以上、
そのうち 演習科目 は4単位以上

認知科学演習

1・２年 ヒューマンコンピュータ
インタラクション演習

空間デザイン演習

水環境工学演習

建築環境工学演習

身体行動計測演習

専門力（DPB）の涵養：高度な工学の知識・技術，共創する学術系知識

言語科学特論

言語科学演習

認知科学

専門科目群

文化情報学特論
地理情報科学
都市環境学

共創生命情報学特論

フェミニスト空間論

身体行動計測特論

衣環境機能材料特論

バイオマテリアル演習

バイオマテリアル特論

共創数理情報学特論

共創数理情報学演習

衣環境機能材料演習

第四紀学特論

人体計測学演習

テキストアナリティクス
特論

文化情報学研究演習

歴史情報学特論

水環境工学特論

建築環境工学特論

共創コンピュータネット
ワーク特論

施設デザイン演習

建築人間工学特論

共創コンピュータネット
ワーク演習

自然地理学論

地理情報科学演習

共創能力（DPA）の基礎の涵養：共創能力
（発想力・発見力・デザイン力・対話力）
の理解、工学分野との社会共創の基礎

システムデザイン特論

建築意匠特論

共創データベース特論

都市デザイン演習

歴史情報学研究演習

都市デザイン特論

共創データ工学特論

テキストアナリティクス
演習

共創データベース演習

○技術者倫理 (1)

共創基礎科目群

4
以上

共創工学概論 (2)

単位

＊は修了要件に含めない

共創基礎科目群では、共創能力（発想力・発見力・デザイン力・対話力）を理解し、工学分野との社会共創
の基礎を学びます。

専門科目群では、高度な知識・技術、共創する学術系知識を修得するため、工学系科目、工学と共創する学術
系科目から学びます。

専門実践科目群では、工学とデータサイエンス、人文学・社会科学とを高度に協働させ社会実装する実践的な
実習科目・演習科目により、共創能力を培い、主体的・協調的な学びの態度や実践力を涵養します。

２年間を通じて、学生は自身の研究テーマに応じたカテゴリーの指導教員の研究指導を受けます。また他カテ
ゴリーを含めた教員の中から副指導教員をつけることで多角的な視点での指導を受け、共創能力を養います。

共創能力の
基礎の涵養

研究指導：

専門力の涵養

共創能力および
実践力の涵養



・共創工学の᷵い専門知識と高度な技術を身につけた技術⢼を目指してい
る人

・学修した工学の知識と技術を、人文学・社会科学の知識と協働させてѾ
生Ҿた知識ѿѾ生Ҿた技術ѿにし、⅋実的⾢⽮㜂の解ᴊに╇ᬱ的にじ⃊
したいといҷᖖ᰼をӳӔている人

・Ꮕい視野とફ理⻃を身につけて、共創工学のブᢰにӳとӖҾ、⽮㜂解ᴊ
のためにさまӇまな人と協働するためのリーԯーԦԲՆやⷡಗ力、ԢՎՔ
ԺԠーԦՖン力を発᝿しよҷとするᖖ᰼をӳӔている人

ठ⨟உ⼳、社会人⁪గஉ⼳、႗ཊ人∩学生உ⼳、஢㋤᝔ⱀ⁪గஉ⼳

൧ங文学਎ฃの⭭⢼᝔ᇻ

文学
テԜスԷマイԺンԟ
データサイエンス

ԯンスಗ਎のデータの分᧟と
ՄԒーԸԿԲԞによるԑーԷөの኉㕂

৤❟⩿能
ԯンス・ՀՄԘーマンス
ᕟဇ科学

ᳺᙣの᱌⨗৙౛ဉ研究
ᶣऴ❢からのVRՑデリンԟ

ᐑ☾൵
VRՑデリンԟ

᳞ਧ∃㍸を㘣⺣૚でマԼԧՐンԷす
るためのᕟဇ৤㊂ᢏᵉ

↹ဴ工学
ᕟဇ௬理
⽑知科学

GISを∃いたᵸᵓ㊣㘕ᢑ⼊の
᥺㊓⼊⡟⻮−

㋮፴工学、ᐑ☾工学
ཱི理ᕟဇ解᧟
ཱི理学、⽑知科学

インԞ՚ーԦՅなԷイ՛↹ဴの
╢間ᑦᙅ

㋮፴工学
↹ဴᒰ理とՕーザ調ᨭ
デザイン科学

高㪾⢼の㆔ઔॸ㖖を目的とした
スマーԷԦՔーԩの研究

人間工学、⻮Ḝ工学
ᕟဇ工学
高㪾⢼ՕーザのQoL調ᨭ

高分ᇀԡ՚による生体ᦲᡷの㕂発

生ැᕟဇ学
Կイԙマテリԑ՚
↹ဴ工学分野

᢭ᦙ⽝ԢՎՔԺԠーԦՖン力のᠻ๨

⻧⽝学
ᕟဇ௬理
ԦステՏデザイン




